
○
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
三
月
二
十
六
日
政
令
第
七
十
八
号
）

一
部
改
正

平
成
一
五
年

三
月
三
一
日
政
令
第
一
四
三
号

一
部
改
正

平
成
一
五
年

八
月
二
九
日
政
令
第
三
七
六
号

一
部
改
正

平
成
一
六
年

三
月
二
四
日
政
令
第

五
九
号

一
部
改
正

平
成
一
六
年

三
月
三
一
日
政
令
第
一
〇
七
号

一
部
改
正

平
成
一
六
年

四
月
二
八
日
政
令
第
一
七
〇
号

一
部
改
正

平
成
一
六
年

九
月
二
九
日
政
令
第
二
八
九
号

一
部
改
正

平
成
一
六
年
一
二
月
一
五
日
政
令
第
三
九
九
号

一
次
改
正

平
成
一
六
年
一
二
月
二
二
日
政
令
第
四
〇
七
号

一
部
改
正

平
成
一
七
年

三
月
三
一
日
政
令
第
一
〇
五
号

一
部
改
正

平
成
一
七
年

七
月
二
九
日
政
令
第
二
六
二
号

一
部
改
正

平
成
一
七
年

九
月

九
日
政
令
第
二
九
二
号

一
部
改
正

平
成
一
八
年

五
月

八
日
政
令
第
一
九
三
号



一
部
改
正

平
成
一
八
年

六
月
二
一
日
政
令
第
二
二
〇
号

一
部
改
正

平
成
一
九
年

一
月
一
九
日
政
令
第

九
号

一
部
改
正

平
成
一
九
年

三
月

二
日
政
令
第

三
九
号

一
部
改
正

平
成
一
九
年

三
月
二
二
日
政
令
第

五
五
号

一
部
改
正

平
成
一
九
年

五
月
二
五
日
政
令
第
一
六
六
号

一
部
改
正

平
成
一
九
年

五
月
二
五
日
政
令
第
一
六
八
号

一
部
改
正

平
成
二
〇
年

九
月
一
二
日
政
令
第
二
八
一
号

一
部
改
正

平
成
二
一
年

五
月

一
日
政
令
第
一
三
六
号

一
部
改
正

平
成
二
四
年

九
月

五
日
政
令
第
二
二
三
号

一
部
改
正

平
成
二
五
年
一
二
月

六
日
政
令
第
三
三
三
号

一
部
改
正

平
成
二
七
年

七
月
三
一
日
政
令
第
二
八
〇
号

一
部
改
正

平
成
二
七
年
十
二
月
一
八
日
政
令
第
四
三
一
号



構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令

内
閣
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項
、
第
四
条
第
九
項
及
び
第
十
項
、

第
十
七
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
並
び
に
別
表
第
十
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
提
案
の
募
集
）

第
一
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
提
案
の
募
集
は
、
少
な
く
と
も

毎
年
度
一
回
、
当
該
提
案
の
募
集
の
た
め
の
相
当
な
期
間
を
定
め
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
期
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
教
育
法
の
特
例
に
係
る
学
校
教
育
法
施
行
令
等
の
読
替
え
）

第
二
条

法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設
置
会
社
に
関
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

学
校
教
育
法
施
行
令
（
昭

第
二
十
七
条
の

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事
（
学
校
設
置
会
社
（
構
造
改
革



和
二
十
八
年
政
令
第
三
百

二
第
一
項

特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九

四
十
号
）

号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設
置

会
社
を
い
う
。
第
三
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
地

方
公
共
団
体
（
第
三
十
一
条
に
お
い
て
「
認
定

地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）
の
長
。
次
項
に

お
い
て
同
じ
。
）

第
三
十
一
条

都
道
府
県
の
知

都
道
府
県
の
知
事
（
学
校
設
置
会
社
の
設
置
し

事

て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
認
定
地
方
公
共
団
体

の
長
）

学
校
給
食
法
施
行
令
（
昭

第
一
条

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事
（
学
校
設
置
会
社
（
構
造
改
革

和
二
十
九
年
政
令
第
二
百

特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九



十
二
号
）

号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設
置

会
社
を
い
う
。
）
の
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け

た
地
方
公
共
団
体
の
長
）

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科

第
一
条
第
一
項

理
事
長

理
事
長
又
は
学
校
設
置
会
社
（
構
造
改
革
特
別

用
図
書
の
無
償
措
置
に
関

区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）

す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設
置
会
社

三
十
九
年
政
令
第
十
四
号

を
い
う
。
）
の
代
表
取
締
役
若
し
く
は
代
表
執

）

行
役

障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生

第
一
条
第
一
項

理
事
長

理
事
長
又
は
学
校
設
置
会
社
（
構
造
改
革
特
別

徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定

区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）

図
書
等
の
普
及
の
促
進
等

第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設
置
会
社

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（

を
い
う
。
）
の
代
表
取
締
役
若
し
く
は
代
表
執



平
成
二
十
年
政
令
第
二
百

行
役

八
十
一
号
）

第
三
条

法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設
置
非
営
利
法
人
に
関
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
政
令
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句

と
す
る
。

学
校
教
育
法
施
行
令

第
二
十
七
条
の

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事
（
学
校
設
置
非
営
利
法
人
（
構

二
第
一
項

造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

八
十
九
号
）
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学

校
設
置
非
営
利
法
人
を
い
う
。
第
三
十
一
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
（
第
三
十
一
条
に

お
い
て
「
認
定
地
方
公
共
団
体
」
と
い
う
。
）



の
長
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

第
三
十
一
条

都
道
府
県
の
知

都
道
府
県
の
知
事
（
学
校
設
置
非
営
利
法
人
の

事

設
置
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
認
定
地
方
公

共
団
体
の
長
）

学
校
給
食
法
施
行
令

第
一
条

都
道
府
県
知
事

都
道
府
県
知
事
（
学
校
設
置
非
営
利
法
人
（
構

造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

八
十
九
号
）
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学

校
設
置
非
営
利
法
人
を
い
う
。
）
の
設
置
す
る

も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
認
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
）

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科

第
一
条
第
一
項

理
事
長

理
事
長
又
は
学
校
設
置
非
営
利
法
人
（
構
造
改

用
図
書
の
無
償
措
置
に
関

革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

す
る
法
律
施
行
令

九
号
）
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設



置
非
営
利
法
人
を
い
う
。
）
の
代
表
権
を
有
す

る
理
事

障
害
の
あ
る
児
童
及
び
生

第
一
条
第
一
項

理
事
長

理
事
長
又
は
学
校
設
置
非
営
利
法
人
（
構
造
改

徒
の
た
め
の
教
科
用
特
定

革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

図
書
等
の
普
及
の
促
進
等

九
号
）
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学
校
設

に
関
す
る
法
律
施
行
令

置
非
営
利
法
人
を
い
う
。
）
の
代
表
権
を
有
す

る
理
事

（
私
立
学
校
法
の
特
例
に
係
る
公
私
協
力
学
校
に
関
す
る
学
校
教
育
法
施
行
令
の
読
替
え
）

第
四
条

法
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
私
協
力
学
校
に
係
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
協
力
地
方
公
共
団
体
の
長
が
都

道
府
県
知
事
で
な
い
場
合
に
お
け
る
学
校
教
育
法
施
行
令
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

「
私
立
の
学
校
」
と
あ
る
の
は
「
公
私
協
力
学
校
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
私
協
力
学
校
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
学
校
（
大
学
及
び
高
等
専
門

学
校
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
公
私
協
力
学
校
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
に
」
と
あ
る
の
は
「
、
協
力
地
方
公
共
団
体



（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
協
力
地
方
公
共
団
体
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
を
経
由
し
て
、
都
道
府

県
知
事
に
」
と
、
「
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
協
力
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該

届
出
に
係
る
事
項
に
関
し
意
見
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
意
見
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
す
る
。

（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
特
例
に
係
る

政
令
で
定
め
る
基
準
等
）

第
五
条

法
第
二
十
八
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
利
用
料
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。
）
の
上
限

に
関
す
る
法
第
二
十
八
条
の
三
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

公
社
管
理
道
路
（
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
う
ち
次
号
に
規
定
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
の
利
用
料
金
の
上
限
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
当
該
公

社
管
理
道
路
の
利
用
料
金
徴
収
総
額
（
利
用
料
金
の
徴
収
期
間
に
お
い
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
利
用
料
金
の
額
の
合
計

額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
徴
収
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
必
要
と
な
る
当
該
公
社
管
理
道

路
に
係
る
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
徴
収
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
得
る
こ
と
と
な
る
当
該



公
社
管
理
道
路
に
係
る
第
三
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
超
え
な
い
額
と
す
る

こ
と
。

二

公
社
管
理
道
路
の
う
ち
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
も

の
に
つ
い
て
の
利
用
料
金
の
上
限
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
当
該
公
社
管
理
道
路
の
利
用
料
金
徴
収
総
額
が
、
当

該
徴
収
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
必
要
と
な
る
当
該
公
社
管
理
道
路
に
係
る
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
合
計
額

か
ら
当
該
徴
収
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
得
る
こ
と
と
な
る
当
該
公
社
管
理
道
路
に
係
る
第
三
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額

の
合
計
額
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
超
え
な
い
額
と
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
の
利
用
料
金
の
上
限
を
定
め
た
後
、
当
該
利
用
料
金
の
徴
収
期
間
を
通
じ
て
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

額
が
、
当
該
利
用
料
金
の
上
限
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
そ
の
算
定
の
基
礎
と
し
た
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
額

と
著
し
く
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

既
に
徴
収
し
た
利
用
料
金
の
額
及
び
徴
収
す
る
こ
と
と
な
る
利
用
料
金
の
額
の
合
計
額

利
用
料
金
徴
収
総
額

ロ

既
に
必
要
と
な
っ
た
第
四
項
各
号
又
は
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
及
び
必
要
と
な
る
当
該
費
用
の
額
の
合
計

額

第
一
号
又
は
前
号
の
費
用
の
額
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額



ハ

既
に
得
た
第
三
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
及
び
得
る
こ
と
と
な
る
当
該
収
入
の
額
の
合
計
額

第
一
号
又
は
前
号
の

収
入
の
額
の
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
額

四

法
第
二
十
八
条
の
三
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
十
四
条
第
一
項
本

文
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
公
社
管
理
道
路
を
通
行
し
、
又
は
利
用
す
る
車
両
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七

年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
車
両
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
徴
収
す
る
利

用
料
金
の
上
限
は
、
道
路
（
道
路
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
通

行
若
し
く
は
利
用
の
距
離
若
し
く
は
時
間
の
短
縮
、
路
面
の
改
良
、
屈
曲
若
し
く
は
勾
配
の
減
少
そ
の
他
の
道
路
の
構
造

の
改
良
又
は
通
行
若
し
く
は
利
用
の
方
法
の
変
更
に
伴
い
、
燃
料
費
、
油
脂
費
、
タ
イ
ヤ
及
び
チ
ュ
ー
ブ
費
、
修
繕
費
、

償
却
費
並
び
に
乗
務
員
の
人
件
費
そ
の
他
の
車
両
の
運
転
費
、
輸
送
費
、
旅
行
費
、
荷
役
費
、
積
卸
費
、
包
装
費
そ
の
他

の
道
路
の
通
行
又
は
利
用
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
次
に
掲
げ
る
車
両
の
種
類
ご
と
に
算
定
す
る
通
常
節

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
の
額
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
普
通
自
動
車
の
う
ち
、
乗
員
定
員

十
人
以
下
の
も
の



ロ

道
路
運
送
車
両
法
第
三
条
に
規
定
す
る
普
通
自
動
車
の
う
ち
、
乗
員
定
員
十
一
人
以
上
の
も
の

ハ

道
路
運
送
車
両
法
第
三
条
に
規
定
す
る
小
型
自
動
車

ニ

道
路
運
送
車
両
法
第
三
条
に
規
定
す
る
軽
自
動
車

ホ

道
路
運
送
車
両
法
第
三
条
に
規
定
す
る
大
型
特
殊
自
動
車

ヘ

道
路
運
送
車
両
法
第
三
条
に
規
定
す
る
小
型
特
殊
自
動
車

ト

道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車

チ

道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
軽
車
両

リ

イ
か
ら
チ
ま
で
に
掲
げ
る
車
両
以
外
の
車
両

五

法
第
二
十
八
条
の
三
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
人
か
ら
徴
収
す
る
利
用
料
金
の
上
限
は
、
少
な
く
と
も
十
二
歳
以
上
の
者
及
び
十
二
歳
未
満
の
者
ご
と
に
定

め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

利
用
料
金
の
徴
収
期
間
に
関
す
る
法
第
二
十
八
条
の
三
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

公
社
管
理
道
路
の
構
造
及
び
工
法
そ
の
他
当
該
公
社
管
理
道
路
の
状
況
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。



二

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
公
社
管
理
道
路
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
社
管
理
道
路
の
利
用

料
金
の
徴
収
期
間
の
満
了
の
日
が
同
項
の
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
十
五
年
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

法
第
二
十
八
条
の
三
第
十
二
項
の
政
令
で
定
め
る
収
入
は
、
料
金
（
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る

料
金
で
あ
っ
て
、
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
公
社
管
理
道
路
運
営
事
業
を
開
始
す
る
日
の
前
日
ま
で
に

お
け
る
当
該
公
社
管
理
道
路
の
通
行
又
は
利
用
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
占
用
料
そ
の
他
の
当
該
公
社
管
理
道
路
に
係
る

地
方
道
路
公
社
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
業
務
に
係
る
収
入
で
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
に
係
る
法
第
二
十
八
条
の
三
第
十
二
項
の
政
令
で
定
め
る
費
用
は
、
次
に
掲

げ
る
費
用
と
す
る
。

一

新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
新
設
又
は
改
築
に
係
る
事
務
取
扱
費

二

維
持
及
び
修
繕
に
要
す
る
費
用
並
び
に
当
該
維
持
及
び
修
繕
に
係
る
事
務
取
扱
費

三

災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
災
害
復
旧
に
係
る
事
務
取
扱
費

四

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
行
使
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
権
限
の
行
使
に
係
る



事
務
取
扱
費

五

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
五
十
四
条
又
は
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道
路
法
の
規
定
に
基
づ

き
特
定
道
路
公
社
（
法
第
二
十
八
条
の
三
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
道
路
公
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
が
行
う
管
理
及
び
調
査
に
要
す
る
費
用
並
び
に
当
該
管
理
及
び
調
査
に
係
る
事
務
取
扱
費

六

前
項
に
規
定
す
る
収
入
の
徴
収
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
徴
収
に
係
る
事
務
取
扱
費

七

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
損
失
補
塡
引
当
金
に
充
て
る
た
め
に
要
す
る
費
用

八

前
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
債
券
又
は
借
入
金
の
利
息
の
支
払
に
要
す
る
費
用

５

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
公
社
管
理
道
路
に
係
る
法
第
二
十
八
条
の
三
第
十
二
項
の
政
令
で
定
め
る
費
用
は
、
次
に
掲

げ
る
費
用
と
す
る
。

一

維
持
及
び
修
繕
に
要
す
る
費
用
並
び
に
当
該
維
持
及
び
修
繕
に
係
る
事
務
取
扱
費

二

災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
災
害
復
旧
に
係
る
事
務
取
扱
費

三

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
行
使
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
権
限
の
行
使
に
係
る

事
務
取
扱
費



四

道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
五
十
四
条
又
は
第
五
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
道
路
法
の
規
定
に
基
づ

き
特
定
道
路
公
社
が
行
う
管
理
及
び
調
査
に
要
す
る
費
用
並
び
に
当
該
管
理
及
び
調
査
に
係
る
事
務
取
扱
費

五

第
三
項
に
規
定
す
る
収
入
の
徴
収
に
要
す
る
費
用
及
び
当
該
徴
収
に
係
る
事
務
取
扱
費

六

前
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
債
券
又
は
借
入
金
の
利
息
の
支
払
に
要
す
る
費
用

６

特
定
道
路
公
社
が
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百

十
七
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
社
管
理
道
路
運
営
権
（
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
公
社
管
理

道
路
運
営
権
を
い
う
。
）
を
設
定
し
た
場
合
に
お
け
る
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九

号
）
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
料
金
を
徴
収
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
（
構
造
改
革
特

別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
料
金
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
徴
収
し
な
い
」
と
、
「
料
金
を
徴
収
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
料
金
を
徴
収
す
る
」
と
す
る
。

（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
特
例
）

第
六
条

市
町
村
が
、
そ
の
設
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
に
お
い
て
、
地
中
空
間
（
地
中
に
あ
る
空
間
を
い
い
、
当
該
空
間

の
周
辺
の
土
地
が
、
自
重
、
水
圧
及
び
土
圧
並
び
に
地
震
等
に
よ
る
振
動
及
び
衝
撃
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る



こ
と
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
利
用
し
た
溶
融
一

般
廃
棄
物
埋
立
処
分
事
業
（
溶
融
一
般
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三

十
七
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
の
う
ち
、
環

境
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
溶
融
加
工
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
埋
立
処
分
を
行
う
事

業
を
い
う
。
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
認
め
て
法
第
四

条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
（
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
の
日
以
後
は
、
当
該
市
町
村
又
は

当
該
市
町
村
の
長
か
ら
廃
棄
物
処
理
法
第
七
条
第
六
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
三
条
第
三
号
イ

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
中
空
間
を
利
用
し
て
溶
融
一

（1）

般
廃
棄
物
の
埋
立
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
四
三
号
）
（
抄
）



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
五
年
八
月
二
九
日
政
令
第
三
七
六
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
三
月
二
四
日
政
令
第
五
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条

第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
〇
七
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
四
月
二
八
日
政
令
第
一
七
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
九
月
二
九
日
政
令
第
二
八
九
号
）



こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
五
日
政
令
第
三
九
九
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
景
観
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
六
年
一
二
月
二
二
日
政
令
第
四
〇
七
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
賃
貸
の
事
業
に
係
る
賃
貸
借
契
約
を

締
結
し
た
土
地
開
発
公
社
は
、
当
該
賃
貸
借
契
約
の
効
力
の
存
す
る
間
は
、
引
き
続
き
、
当
該
賃
貸
借
契
約
に
係
る
土
地
を

賃
貸
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
〇
五
号
）
（
抄
）



（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
七
年
七
月
二
九
日
政
令
第
二
六
二
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
九
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
七
年
九
月
九
日
政
令
第
二
九
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
八
年
五
月
八
日
政
令
第
一
九
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
五
月
二
十
四
日
）
か
ら
施
行

す
る
。

附

則

（
平
成
一
八
年
六
月
二
一
日
政
令
第
二
二
〇
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



附

則

（
平
成
一
九
年
一
月
一
九
日
政
令
第
九
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
三
月
二
日
政
令
第
三
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
三
月
二
二
日
政
令
第
五
五
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
五
月
二
五
日
政
令
第
一
六
六
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
十
四
号
）
附
則
第
一
項
第
二
号

に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
五
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
一
九
年
五
月
二
五
日
政
令
第
一
六
八
号
）
（
抄
）



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年

六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
〇
年
九
月
一
二
日
政
令
第
二
八
一
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
九
月
十
七
日
）
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

教
科
用
特
定
図
書
等
か
ら
適
用
す
る
。

附

則

（
平
成
二
一
年
五
月
一
日
政
令
第
一
三
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

構
造
改
革
特
別
区
域
法
及
び
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
改
正
法
第
一
条



の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
。
次
項
に
お
い
て
「
旧
特
区
法
」
と

い
う
。
）
第
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
（
次

項
に
お
い
て
「
旧
特
区
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３

改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
特
区
法
第
十
一
条
の
二
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
旧
特
区
法
施
行
令
第
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附

則

（
平
成
二
四
年
九
月
五
日
政
令
第
二
二
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
五
年
一
二
月
六
日
政
令
第
三
三
三
号
）
（
抄
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
河
川
法
施
行
令
第
十
六
条
の
四
及
び
第
五
十
九
条

の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
七
月
三
一
日
政
令
第
二
八
〇
号
）
（
抄
）



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

五
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
八
月
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
五
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
を
「
第
六
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
」
に
、
「
第
六
条
」
を
「
第
七
条
」

に
改
め
る
。

附

則

（
平
成
二
七
年
一
二
月
一
八
日
政
令
第
四
三
一
号
）

（
抄
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
第
六
条
（
前
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）



の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
農
業
改
良
助
長
法
第
八
条
第
一
項
の
普
及
指
導
員
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者
は
、
引
き
続
き
当
該
普

及
指
導
員
に
任
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
農
業
改
良
助
長
法
施
行
令
第
三
条
第
二
号
に
該
当
す
る

者
と
し
て
当
該
普
及
指
導
員
に
任
用
さ
れ
た
者
と
み
な
す
。


